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テ レ ビ 電 話 シ ス テ ム

l.概 要

日立製作所では既に日本電信電話公社をはじめ各所にテレビ電話

装置を納入しているが,今回,万国博日立グループ館に業務連絡,

案内サービス用としてのテレビ電話システムー式を納入した｡

このテレビ電話システムは,5回線のテレビ電話交換機およぴ5

台のテレビ電話端末装置から構成されており,2数字のダイヤルに

ょり相互接続され,対面通話はもとより簡単な喜煩,物品などを示

しながら通話することができる｡

2.構 成

2.1システム構成

図lに本システムのシステム構成図を示す｡システムは5回線の

DAXlテレビ電話交換機と5台のVP-7C2形テレビ電話端末装置

より構成されている｡各端末は電話用構内ケーブルにより,映像4

線,音声2線の合計6線で交換機に接続される｡

2.2 テレビ電話交換機

本交換機は小容量私設用構内交換横の日立標準機種であるDAXl

クロスバ自動交換棟を母体とし,これに映像交換用のビデオ･フレ

ームを付加したものである｡ビデオ･フレームのクロスバ･スイッ

チは1通話路に4線を使用し,DAXl交換機のマーカにより音声フ

レームと同一のパターンで制御,接続される｡本交換枚の接続系統

図ほ図3に示すとおりである｡

2.3 テレビ電話端末装置

テレビ電話端末装置は図4の構成図に示すように,映像部,電源

部および電話機部より構成される｡

映像部はカメラ部およびモニタ部より成り,カメラ部には書画撮

影用の反射鏡が内蔵されている｡電源部には電源回路のほかに送受

端末中継用回路が収容されている｡また電話機部は通常の電話機と

各種制御ボタンおよびツマミより構成されており,手元で切換,調

整の操作ができるようになっている｡図2は映像部および電話機部

の外観写真である｡
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日 立 評 論
一万国博特集号-

3･仕 様

3･l交 換 機

回 線 数 実装5回線(容量20回線)

番 号 2数字,､､21′′～､､25′′

使 用 電 源 DC48V

3.2 端 末 装 置

(1)映 像 部

走 査 線 数 525本

毎 秒 像 数 30枚

インターレース 2:1ロックドインクーレース

映像帯域幅 4MHz

画 面 寸 法112mmx142mm(7インチ)

標準視距離 80cm

書画送り機能 自蔵反射鏡による

感度制御方式 中央測光による自動感度制御方式

被写体照度範囲100～20,000ルックス

使 用 電 源 ACl00Ⅴ,50または60Hz

(2)電 話 機

通 話 方 式 ハンド･セット

3･3 伝 送 路

使用ケーブル 電話用構内ケーブル

ケーブル長 MDF一端未聞250m以内(0.5mmケーブ

ル,中間中継器なしの場合)
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4.特 長

本システムのおもな特長としては下記の諸点があげられる｡

(1)中央測光方式

画面中央部分すなわち人物像の場合,顔に相当する部分の映像

信号出力を抜きだし,その平均値が一定値になるように絞りによ

り光量を自動的に制御しており,逆光などの悪条件下でも画面中

央の被写体の照度に合つた画像が得られる｡しかも,この機能は

100～20,000ルックスの被写体照度範囲で応動するため,考えら

れるはとんどの場所で使用ができる｡

(2)書画送り機能

内蔵の書画送り用反射鏡を引き出すことにより,机上におかれ

た書画などを伝送でき,単なる対面通話だけでなく,書類や物品

を相手に見せながら通話することができる｡

(3)高 解 像 度

2:1ロックド･インターレース方式を採用した本格的な4MHz

帯域の端末装置を使用しているため高解像度の画像が得られる｡

(4)各種付加機能

交換樺としてDAXlテレビ電話交換機を使用しているため,回

線の増設が容易であるばかりでなく,各種の付加装置を簡単に追

加でき大幅な機能の拡大が可能である｡たとえば,会議装置,一

斉指令装置などを付加することにより,5者程度までのテレビ電

話会議,一端末よりはかの全端末に対する一斉指令などが可能と

なり,その効用は非常に大きくなる｡

(日立製作所通信株事業部)
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万国博会場監視用閉回路テレビ設備

l.概 要

今回,万国博覧会会場管理に必要な情報を得るための閉回路テレ

ビジョン装置(Closed Circut Television)を納入した｡

情報収集のためには,警備員による現場からの情報,そのはか諸

種の方策がたてられているが,会場各所からの個々の情報と他地域

との関連において正確には挺し,会場全般の大局的な立場から適切

な措置を講ずるためには,本装置のように全地域からの情報をリア

′レタイム･オンラインで,しかも最も感覚的な映像の状態で収集で

きる方式は,最も有効かつ適切な方法といえる｡

以上の目的から本装置では万国博覧会会場面積100万坪,展示館

数的200に及ぷ広大かつ大規模な会場内の,主として混雑が予想さ

れる個所,たとえば主要道路,お祭り広場,人気館周辺など50個所

にCCTVカメラを設置し,中央で遠隔操作によってその状況を監視

し,入場者の動きに対して未然にじゅうぶんな措置がとれるような

情報を提供するようになっている｡図1に万国博会場内CCTV機

器配置を,図2に系統図を示す｡

2.構 成

本装置の機器構成は下記のとおりである｡

ロロ 名

1

2

3

4

5

6

7

8
9

10

11

12

TIE-15L形 カ メ ラ

25～100m/mFl.8ズームレンズ

25m/mFl.4EEレンズ

TIH-50形カメラケース

TIP-6形電動機台(ケース付)

TIJ-39形 中 継 箱
警備本部モニタ盤

(リレーグループ付)
警 備 本 部 操 作 卓

情 報 本 部 モ ニ タ 盤

情 報 本 部 操 作 卓

17 形 テ レ ビ 受 像 機

TIA-15形補依増幅器

量数

台
本
本
台
台
台
台
台
台
台
台
台

3.カメラ側機器

カメラ側機器としてはCCTVカメラ,レンズ,カメラケース(含

旋回装置),中継箱の4種類があり,これらの機器はそれぞれ万国博
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用として新しく設計,開発した回路,機能を有している｡

3.1 カ メ ラ

本装置の中で重要な役目をなすカメラとして新設計のTIE-15L

形カメラを用いている｡このカメラは1インチCCTV用ビジコソ

として最高の感度を有す8758Aビジコソを用い,FET(Field

EffectTransister電界効果トランジスタ),シリコントランジスタ

などを大幅に採用することにより高度の安定性,画質向上を図り,

使用周囲温度範囲一10～55℃,被写体照度変化による自動感度補正

1:1,000,解像度水平450本以上などの仕様で,万国博会期中のどん

な周囲条件下においても高画質の映像を送り出すことができる｡

3.2 レ ン ズ

本装置には25m/mFl.4固定レンズと25～100mmFl.8電動ズ

ームレンズの2種瑛のレンズが使用されている｡

本レンズはいずれもEE横棒で,このEE機構は1:100の照度変

化に追従することができ,カメラの自動感度調整榛能と合わせる

と実に1:100,000の照度変化に対して一定の出力を保つように動作

する｡

また25～100m/mズームレンズには,ビジコソの焼付けを防ぐた

めに太陽光線のような強い光りが,視野内にはいった場合,絞りが

全閉となるEEシャッターがレンズ内に設けてある｡

3.3 カメラケース

カメラ,レンズを雨,風などの悪条件から保護するために,カメラ

ケースを用いている｡カメラケースは万国博会場内諸施設との調和

を考え,掛こサイトファニチューアとしてデザインされたものを採

用している｡

本ケースほ従来のような電動楼台′を付加することなしに,水平回

転はケース自体が左右に回転し,垂直回転はケース内ミラーにより

光軸を垂直方向に移動させる構造とし,遠隔操作により回転制御が

でき,雨の日のためにワイパーを,また前面ガラスのくもりを防止

するために導電性ガラスを用い,きょう体には重量軽減のためFRP

(Fiberglass Reinforced Plasticsガラス補強プラスチック)を用い

るなど,従来にない新しい構造を多種に採用している｡図3にその

外観を,図4にカメラ取付位置状況外観を

示す｡

3.4 中 継 箱

カメラほ万国博会場内50個所の地上高,最

低4m,最高15皿の位置に設置されている

ため,会期中の保安,点検が容易に行なえる
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囲1 万国博会場内CCTV機器配置図
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一万国博特集号-

とともに,制御側からの操作信号を解読して,カメラの回転 ズー

ミング,ワイパー動作などを行なわせるリレー回路のある中継箱を

各カメラごとに設けている｡制御系についてほケーブル長の合計が

百数十kmという膨大な量であるため,ケーブル費低減,装置簡略

化の目的から0･4mm申4Pケーブルで,電源ON,OFF,旋回上下

左右回転など12項目の制御が単独に行なえるようなリレー制御回

路を採用している｡

イ.伝 送 系 統

本装置の伝送方式としては解像度,画質などのすぐれているビデ

オ直送方式を採用して好結果を得た｡この場合カメラとモニタ間距

離が各1～4km程度あるため,映像帯域で減衰が少なく,また誘導

障害の少ない日立バロン形同軸ケーブル(7CBE)を採用した｡この

バロン形同軸ケーブルほ,5MHzでkm当たり約8dBの減衰があ

るため,モニタ側でケーブル周波数損失分を補償するケーブル補償

増幅器を用いている｡このケーブル補償増幅器は,7CBE同軸ケ

ーブル3･5kmまでの帯域補正が行なえるようになっており,ケー

ブル長500mから3.5kmまで0.5kmごとの8切換補倍が行なえ

るように設計されている｡またビデオ直送方式の場合,一番問題と

なる低周波雑音(縦電流)に対しては特殊巻線を施し縦電流減衰特性

のすぐれたビデオトランスを用いて解決した｡

5.受像側轢器

受像側機器としてほモニタ盤2台,操作卓2台およびその他の制

御機器から構成されている｡

5.1警備本部側一

本装置の中心は警備本部側に設けられたモニタ盤2台で,会場内

50台のカメラの映像は,すべて警備本部モニタ盤内に収容した補償

増幅器を通って2分配され,1系列ほ警備本部50台の17形テレビ

受像機に供給され,ほかの1系列は情報本部(OCR)モニタ盤に映

像を送り出すための映像切換リレーグループに接続される｡警備本

部では情報収集,警備上から50台のすべてのカメラの映像を切換な

しで監視できるように50台のテレビ受像機で常時受像している｡ワ

イパー,雲台,ズームレンズ,そのはかの操作については,カメラ5台

1組とした操作パネル10組のある操作卓を設置し,切換により同時

に10台までのカメラの遠隔操作が行なえるようになっている｡この

操作信号はモニタ盤内に設けられた送り出しリレーグループをとお

して4mm9i4Pケーブルで各カメラ側中継箱へ供給される｡この操

作については情報本部側からも同時に行なわれることがあり,誤動

作の恐れがあるので,警備本部優先の回路を設け,同一カメラ同時

操作による誤動作を防止している｡図5は警備本部の状況である｡

5.2 情報本部側

情報本部(OperationControIRoom〉には,17形テレビ受像機6

図5 万国博CCTV万国博警備本部状況

Fig.5.CCTV System Situated at Police ControI

Roomin EXPO,70Land
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図3 万国博CCTV

カメ ラケース

Fig.3.CCTVCamera

CaseforEXPO,70

図4 万国博CCTVカメラ

設置状況

Fig.4.One of the CCTV

Cameras Situated

in EXPO'70Land

1970

台を収容したモニタ盤2台と操作卓1台が設置されている｡情報本

部と警備本部間には映像系12系統,制御系12系統分のケーブルが

設置されており,4～5台のカメラを1グループとして12グループ

の系統にまとめられている｡情報本部卓で任意のカメラの映像を選

択すると,警備本部モニタ盤内リレーグループで該カメラの映像を

選択し,情報本部モニタ盤内の該当モニタへ映像を送り出す｡この

とき同時に制御系も選択され,優先権を判断して制御可能となる｡

る.綺 び

以上に日本万国博覧会会場監視用閉回路テレビ設備についての概

要を述べたが,CCTVシステムとしてはカメラ台数,伝送距離,

規模および警備,情報提供などの使用目的の重大さからも,わが国

最大のCCTVシステムであると言うことができる｡

なお,万国博では全会場内監視用テレビのはかにモノレール駅の

監視用テレビとしてカメラ10台,モニタ10台よりなるCCTVシ

ステムも納入し,モノレールの運行に重要な働きをしており,日立

CCTVシステムは,万国博のスムーズな運営に大きな貢献と活躍を

している｡

図dは万国博モノレール駅監視用CCTVモニタ室の状況である｡

図6 万国博モノレール駅監視用CCTVモニタ室状況

Fig.6.MonitorRoomofCCTVSystemforConfusionDetection

at MonorailStationin EXPO,70Land
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万 国 博 会 場 で 活 躍 す る

日立エレベータ･日立エスカレータ

日本万国博覧会の各パビリオンにおいて,日立エレベータ,エス

ヵレータが好調に稼働している｡ここでは日立グループ館以外にあ

るものを紹介する｡

1.エ レ ベ ー タ

表1は各パビリオンに納入したエレベータのおもな仕様,台数を

示し,図1～4はその外観写真である｡

図1 日本館納 油圧式エレベータ

Figl.OilHydraulic Elevator forJapanese

Government Pavilion

(昇降路側壁は透明ガラスでできており,油圧プラソジャにより支えられ,

昇降するエレベータを興味深く見ることができる)

図3 タカラグループ館納油圧式エレベータ

Fig.3.OilHydraulicElevatorforTakara-Beautilion

表1 エレベータ納入先と仕様一覧

Tablel.Customers and Speci丘cations of Elevators

馳琴垂

1志≒∃‡

載量

過
1,300

(20)

750

(11)

運 転方 式

カ ー

ス イ ッ チ

ボ タ ンス イ ッ

チコソト ロ
ー

ル

設置場所一級種1台数】形式
日本館1号矧乗用

宗品長森蒜l乗用
タ カ ラ

グループ館
乗用

美術館し器

油圧間接式
(HU形)

油圧間接式
〔HU形)

油圧直接式
(HD形)

交流2段速度

A 形

レクチブコソト

ール専用付

コ レ ク チ ブ

コ ン/ト ロ
ー ル

ボタンスイ ッチ
コ ン ト ロ ー ル

コ レ ク チ 7'

コ ン ト ロ ー ル

(三宝ヲl45l8･400l2

3:;;;弓…:葛:;;…::l:

(身体障害者用として使用するため,きわめてやわらかな乗心地としているほか･

率いすに乗ったまま操作できるように考渡されている)

図2 モノレール水曜広場駅納油圧式エレベータ

Fig.2.OilHydraulicElevatorforWednesdayPlazaStation

(大小の美術品を運搬するため,かご幅3,000,奥行4,200,高さ3,800(mm)

の超大形である)

図4 美術館納荷物用エレベータ

Fig.4.FreightElevatorforEXPO Museum ofFineArts
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2.ェスカレーク

蓑2は各パビリオンに納入したエスカレータのおもな仕様,台数

を示し,図5～8はその外観写真である｡

(エスカレータと動く歩道とを組合せた,長さ42mの大形エスカレータ)

図5 日本館納1200C▼P形エスカレータ

F短･5･Type1200C-P Escalator forJapanese
Government Pavilion

(館内のふん囲気に調和する豪華な意匠と静かな運転の大形エスカレータ)

図7 美術館納1200C-P形エスカレータ

Fig.7.Type1200C-P Escalator for EXPO Museum

of Fine Arts
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表2 エスカレータ納入先と仕様一覧

Table2･Customers and Speci五cations ofEscalators

設置場所

日本館1号館

電気通信館

形 式

美 術 館】1200C-P

太 陽 の 塔

(お祭り広場)

(聖霊)【台数憶講14,150111 30

9,180 22

10,800 22

5,250

5,380

5,5(氾

5,507

11

お も な 仕 様

力
晦
角
度

謝
効
斜

輸
有
償
速＼---･-し′+

(men/b):9,000

(mm):1,200

(度) 30

(m/m血): 30

(来館者を地上から館内へ直接導入する)

図6 電気通信館納1200C-P形エスカレータ

Fig.6.Type1200C-P Escalator for

Te】e-Communication Pavilion

(地上の展示場から空中の展示場へ案内する塔内設置のエスカレータ)

図8 太陽の塔納1200C-P形エスカレータ

Fig.8.Type1200C-P Escalator for Tower of the Sun



万国博会場を色どる日立の大噴水設備

1.〟天の池''大噴水設備

(日本万国博覧会協会納)(図1参照)

日本万国博覧会会場の中心となるシンボルゾーソを,美しく色ど

る"天の池”の大噴水は,彫刻家イサム野口氏が設計,日立製作所

が納入,日立プラント建設株式会社が実施設計･製作･施1二を担当

した｡

この大噴水は,西に"大地の池”東に"夢の他”をひかえた噴水

のメーンを占めるもので,"天の噴水(Heaven Fountain)”と命名

され,C噴水とE噴水からなっている｡テーマとしては,三つの池全

体を"宇宙の夢”と野口氏が命名,人間の身近かにある自然と身近

かになりつつある宇宙空間の大自然,そうした人疑が展開していく

新しい環境の夢とエネルギーを表現するもので"宇宙の詩(うた)”

という副題もつけられている｡

同噴水は永久施設として残される予定で,使用水畳も1時間に

5,500tという大形なもので,水の動きはすべてコントロール妄で自

動的に制御されるようになっている｡

〔C一噴水〕

池の中央にあって強力なポンプで水を吹き出し,池の水を静かに

渦(うず)流させ,水面に大波･小波をつくりながら銀河の流れを表

わしている｡また池全体の水を回転させることによって,水の浄化

の役目も果している｡

〔E一頃水〕

月から見た地球,地球から見た月を想像させる噴水で,中央の球

は回転しながら静かに上下して光り輝く｡球体は直径4mのアルミ

キャストパネルで,球体表面の28個のクレータ状のくぼみは半透明

な強化プラスチックのアクリルドームになっており,照明装置を内

蔵している｡回転する球体を囲んで高さ12mに噴射する4枚の水

壁は随時に変化をし,またその回りには直径15mにわたって高さ2

mの霧が下部を柔らかく包み幻想的なムードをつくり出している｡

表1 お も な 仕 様

Tablel.Major Features

(1)C一噴 水 (3)電気室内機器

4009iノズル(鋳鉄製) 2本

4009〉×11kW水中モートルポソプ
2台

防護スクリーン 2基

(2)E一噴 水

1対 ジェットノズル 4島本

2対噴霧ノズル 152本

4m¢回転球体昇降機(図2参照)
1台

球体上昇用弁装置 4組

球体下降用ボン7■装置 4組

ジェット噴射用水中モートルポンプ
2台

噴霧噴射用水中モートルポソプ 2台

500W 水中カラーランプ 44灯

200W 球体内ラソプ 28灯

(a)6.6kV受変電設備(電気方式6,6

kV･対･60Hz常用予備2回線受電)

6.6kV受電盤 2面

MOF盤 1面

6.6kV き電盤 4面

斬路器盤 1面

変圧器(500kVA･紳･6.6kV/440V)

1台

パスダクト 1式

(b)低圧配電盤

コントロールセンタ 4面

噴水コントロール盤 3面

直流電源盤 1面

(c)遠隔操作盤

遠隔操作盤 1面

2.以夢の池''c･E噴水機

(日本万国博覧会協会納)

シンボルゾーンの東,夢の他には"宇宙の夢”とイサム野口氏が

命名した一連の噴水池のうち,その大部分である6種類,9基の噴

水機が"夢の噴水(Dream Fountain)”と名づけられて会場の圧巻

になっている｡

図1 万国博お祭広場を色どる"天の池”大噴水設備

Fig.1.The=HeavenFountain‖ofFestivalPlaza EXPO'70
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図2"天の池”噴水の中心となる回転球体昇降機の

組立断面図

Fig.2.SectionalViewofRotary Sphere Up-down

Float of the"Heaven Fountain”

この噴水設備は彫刻家イサム野口氏が設計して,大噴水設備工事

共同企業体が納入,同企業体参加7社がそれぞれ実施設計･製作･

施工を分担した｡

日立製作所は企業体のメンバーとして,噴水の心臓部にあたる地

下電気室と同室内の電気設備一式,さらに機構的にむずかしい動く

C･E噴水機3基を納入した｡そのうち電気室の築造工事は交通事

業部が担当,受変電設備を含む電気室内機器とC･E噴水機の実施

設計･製作は日立プラント建設株式会社が担当した｡

同噴水は全部の使用水量が1時間に12,000tという世界に例をみ

ない超大形のもので,受電容量も3,000kVAにも及んでいる｡

地下電気室内と中央コントロール室での遠隔自動制御が可能であ

るから開会式を始め会期中はすべて中央コントロール室で操作が行

なわれている｡

〔C【噴水〕(図3,4参照)

池のほぼ東南の位置にあって"惑星”または"金星”と命名され

ている｡中心をくり抜いた薄い円板を十字状に組み合わせて,円板の
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図3 "夢の池”のC噴水棟の威容

Fig･3･Magni丘cientViewofC-type"Dream Fountain”
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図4 "C噴水機”の

組立断面図

Fig.4.SectionalVie∇Of

C-type Fountain

⊥W

ポンプ

｢
-
｡

＼＼1
＼

1970

図5 女性的イメージの"夢の池”のE噴水枚

Fig･5･GracefulE-type"Dream Fountain
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図6 "E噴水撹”の

組立断面図

Fig.6.SectionalView of

E-type Fountain

外周にジェットノズルと噴寄ノズルを交互に配置した構造で,同環

体を回転させることにより,あたかも霧の球体であるかのように見

せる｡その中から直射された水柱は回転のためきわめて特異な軌跡

を措きながら落下して,見る人に深い感銘を与えている｡

〔E一噴水〕(図5,d参照)

池の西方,幅のせまい水路に2基並んで設置されている｡"宇宙

船”またの名を"バチスカーフ”といい,ドーム状の浮沈体が水面

に浮き上ったり,水中に没したりする｡浮上するときは下部噴霧ノ

ズルが噴射し,あたかもこの頃射によって浮上するかのようにみえ

る｡浮上後外面のジェットノズルと噴霧ノズルがいっせいに噴射し

て水中に没する｡夜間はドーム表面と下面に組み込まれた水中ラン

プが点灯される｡

3.ガスパビリオン噴水設備

(日本瓦斯協会納)

"笑いの世界”のテーマで人気を博している万国博ガスパビリ

オンでも日立プラント建設株式会社納めの噴水が色どりを添えて

いる｡

その一つは入口左手の他の中にあるもので,ガス協会の最新の技

術による特殊燃焼装置の間にあって火と水の対比もあざやかに,噴

水が色どりを添えている｡

館の中にはいって"笑いの世界”のテーマによるさまざまな映像

を観賞したあとは,すばらしい芸術,音響･照明と噴水の世界には

いる｡
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図7 "夢の池”全噴水枚の心臓となる

地下電気室

F短.7.UndergroundControICenter,theBeast

Of tbe"Dream Fountain”System

表2 お も な 仕 様

Table2.Major Features

(1)C-噴 水

12¢ ジェットノズル

25少噴霧ノズル

ステンレス九十字回転機

(22kW減速機内蔵)

26kW一水中モートルポンプ

200W水中カラーランプ

150W水中カラーランプ

1台

60本

68本

台
台
灯
灯

1

3

0

4

2

(2)E-噴 水 2台(1台につき下記)

12¢ジェットノズル 74本

25¢噴霧ノズル 74本

鋼板製浮沈船 1台

11kW水中モートルポンプ 4台

3.7kW水中モートルポソプ 2台

200kW水中カラーランプ 20灯

(3)地下電気室 1横

間口6.5mx奥行28mx高さ6.2m

(RC造)

(4)電気室内機器 1式(図7参照)

(a)22kV受変電設備(電気方式22

kV･3≠･60Hz常用予備2回線受電)

22kV受電盤 2面

MOF盤 1面

継電器盤 1面

変圧芹

(3,000kVA･3¢･22kV/440V〕1台

パスダクト 1式

(b)低圧配電盤

440V電動楼盤

動力用グループスタータ

照明用グループスタータ

噴水コントロール盤

直流電源盤

(c)付属棟器

両
面
両
面
面

3.7kW軸流形換気扇 2台

0.75kW排水ポンプ 2台

室内照明器具 1式

世界的に著名な画家ミロ氏の大壁画と彫刻を囲むようにある二つ

の他の中にほ,夢のような照明に浮きたつキャンドル噴水と扇形噴

水が,"静”なる芸術品に対する"動”として,見る人に深い感銘

を与えている｡

〔納入品目〕

前庭噴水設備 1式 彫刻前噴水設備 1式

壁画前噴水設備 1式

(日立プラント建設株式会社大塚分室)




